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(57)【要約】
【課題】ＣＳＩを効率的に送信する。
【解決手段】第１の情報フィールドを含む下りリンク制
御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを受信する受
信部と、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する送信部
と、を備え、第１の情報フィールドは、第１の情報を示
し、前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、
前記複数の状態の各々の状態は、サービングセルごとに
設定され、1つまたは
複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定
のための参照信号に関する設定、
および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）
インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルに
おけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性
化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣ
ＳＩ報告を送信する。。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを
受信する受信部と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する送信部と、を備え、
　第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
　前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、
　前記複数の状態の各々の状態は、
　サービングセルごとに設定され、
　1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、
　1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、
　各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
　複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を送信する
　端末装置。
【請求項２】
　基地局装置であって、
　第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを
送信する送信部と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信する受信部と、を備え、
　第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
　前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、
　サービングセルごとに設定され、
　1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、
　1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、
　各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
　複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受信する
　基地局装置。
【請求項３】
　端末装置の通信方法であって、
　第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを
受信し、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告し、
　第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
　前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、
　サービングセルごとに設定され、
　1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、
　1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、
　各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
　複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を送信する
　通信方法。
【請求項４】
　基地局装置の通信方法であって、
　第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを
送信、
　チャネル状態情報報告を受信し、
　第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
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　前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、
　サービングセルごとに設定され、
　1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、
　1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、
　各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
　複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受信する
　通信方法。
【請求項５】
　端末装置に搭載される集積回路であって、
　第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを
受信する受信手段と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する送信手段と、を備え、
　第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
　前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、
　サービングセルごとに設定され、
　1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、
　1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、
　各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
　複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を送信する
　集積回路。
【請求項６】
　基地局装置に搭載される集積回路であって、
　第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを
送信する送信手段と、
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信する受信手段と、を備え、
　第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
　前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、
　サービングセルごとに設定され、
　1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、
　1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、
　各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
　複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受信する
　集積回路。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置、端末装置、通信方法、および、集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、第５世代のセルラーシステムに向けた無線アクセス方式および無線ネットワーク
技術として、第三世代パートナーシッププロジェクト（3GPP: The Third Generation Par
tnership Project）において、LTE（Long Term Evolution）-Advanced Pro及びNR（New R
adio technology）の技術検討及び規格策定が行われている（非特許文献１）。
【０００３】
　第５世代のセルラーシステムでは、高速・大容量伝送を実現するeMBB（enhanced Mobil
e BroadBand）、低遅延・高信頼通信を実現するURLLC（Ultra-Reliable and Low Latency



(4) JP 2019-122004 A 2019.7.22

10

20

30

40

50

 Communication）、IoT（Internet of Things）などマシン型デバイスが多数接続するmMT
C（massive Machine Type Communication）の3つがサービスの想定シナリオとして要求さ
れている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】RP-161214, NTT DOCOMO, “Revision of SI: Study on New Radio Acce
ss Technology”, 2016年6月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記のような無線通信システムにおいて、基地局装置と端末装置が、
効率的に端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明の態様は、以下のような手段を講じた。す
なわち、本発明の一態様における端末装置は、第１の情報フィールドを含む下りリンク制
御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを受信する受信部と、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）を報告する送信部と、を備え、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前記第
１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービング
セルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定の
ための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）イ
ンデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガ
された場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を送
信する。
【０００７】
　（２）また、本発明の一態様における基地局装置は、第１の情報フィールドを含む下り
リンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを送信する送信部と、チャネル状態情
報（ＣＳＩ）報告を受信する受信部と、を備え、第１の情報フィールドは、第１の情報を
示し、前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は
、サービングセルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数の
ＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分
（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ
報告がトリガされた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣ
ＳＩ報告を受信する。
【０００８】
　（３）また、本発明の一態様における通信方法は、端末装置の通信方法であって、第１
の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを受信し
、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告し、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サー
ビングセルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ
測定のための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷ
Ｐ）インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告が
トリガされた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報
告を送信する。
【０００９】
　（４）また、本発明の一態様における通信方法は、基地局装置の通信方法であって、第
１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを送信
、チャネル状態情報報告を受信し、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前記第
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１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービング
セルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定の
ための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）イ
ンデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガ
された場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受
信する。
【００１０】
　（５）また、本発明の一態様における集積回路は、端末装置に実装される集積回路であ
って、端末装置に実装される集積回路であって、第１の情報フィールドを含む下りリンク
制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを受信する受信手段と、チャネル状態情報（
ＣＳＩ）を報告する送信手段と、を備え、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、
前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サー
ビングセルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ
測定のための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷ
Ｐ）インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告が
トリガされた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報
告を送信する。
【００１１】
　（６）また、本発明の一態様における通信方法は、基地局装置に実装される集積回路で
あって、第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャ
ネルを送信する送信手段と、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信する受信手段と、を
備え、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前記第１の情報は、複数の状態の内
の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービングセルごとに設定され、1つま
たは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設
定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ
、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化され
ているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受信する。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、基地局装置と端末装置が、効率的に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態における無線通信システムの概念を示す図である。
【図２】本実施形態における下りリンクスロットの概略構成の一例を示す図である。
【図３】サブフレーム、スロット、ミニスロットの時間領域における関係を示した図であ
る。
【図４】スロットまたはサブフレームの一例を示す図である。
【図５】ビームフォーミングの一例を示した図である。
【図６】非周期ＣＳＩ報告の設定に関する一例を示した図である。
【図７】非周期ＣＳＩ報告の設定に関する一例を示した図である。
【図８】複数のサービングセルが設定された場合の非周期ＣＳＩ報告の設定に関する一例
を示した図である。
【図９】本実施形態における端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図１０】本実施形態における基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　図１は、本実施形態における無線通信システムの概念図である。図１において、無線通
信システムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１
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Ａ～１Ｃを端末装置１とも称する。
【００１６】
　端末装置１は、ユーザ端末、移動局装置、通信端末、移動機、端末、ＵＥ（User Equip
ment）、ＭＳ（Mobile Station）とも称される。基地局装置３は、無線基地局装置、基地
局、無線基地局、固定局、ＮＢ（Node B）、ｅＮＢ（evolved Node B）、ＢＴＳ（Base T
ransceiver Station）、ＢＳ（Base Station）、ＮＲ　ＮＢ（NR Node B）、ＮＮＢ、Ｔ
ＲＰ（Transmission and Reception Point）、ｇＮＢとも称される。
【００１７】
　図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、サイクリックプレフィ
ックス（CP: Cyclic Prefix）を含む直交周波数分割多重（OFDM: Orthogonal Frequency 
Division Multiplexing）、シングルキャリア周波数多重（SC-FDM: Single-Carrier Freq
uency Division Multiplexing）、離散フーリエ変換拡散ＯＦＤＭ（DFT-S-OFDM: Discret
e Fourier Transform Spread OFDM）、マルチキャリア符号分割多重（MC-CDM: Multi-Car
rier Code Division Multiplexing）が用いられてもよい。
【００１８】
　また、図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、ユニバーサルフ
ィルタマルチキャリア（UFMC: Universal-Filtered Multi-Carrier）、フィルタＯＦＤＭ
（F-OFDM: Filtered OFDM）、窓関数が乗算されたＯＦＤＭ（Windowed OFDM）、フィルタ
バンクマルチキャリア（FBMC: Filter-Bank Multi-Carrier）が用いられてもよい。
【００１９】
　なお、本実施形態ではＯＦＤＭを伝送方式としてＯＦＤＭシンボルで説明するが、上述
の他の伝送方式の場合を用いた場合も本発明に含まれる。
【００２０】
　また、図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、ＣＰを用いない
、あるいはＣＰの代わりにゼロパディングをした上述の伝送方式が用いられてもよい。ま
た、ＣＰやゼロパディングは前方と後方の両方に付加されてもよい。
【００２１】
　図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、サイクリックプレフィ
ックス（CP: Cyclic Prefix）を含む直交周波数分割多重（OFDM: Orthogonal Frequency 
Division Multiplexing）、シングルキャリア周波数多重（SC-FDM: Single-Carrier Freq
uency Division Multiplexing）、離散フーリエ変換拡散ＯＦＤＭ（DFT-S-OFDM: Discret
e Fourier Transform Spread OFDM）、マルチキャリア符号分割多重（MC-CDM: Multi-Car
rier Code Division Multiplexing）が用いられてもよい。
【００２２】
　図１において、端末装置１と基地局装置３の無線通信では、以下の物理チャネルが用い
られる。
【００２３】
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast CHannel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control CHannel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared CHannel）
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control CHannel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared CHannel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access CHannel）
【００２４】
　ＰＢＣＨは、端末装置１が必要な重要なシステム情報を含む重要情報ブロック（MIB: M
aster Information Block、EIB: Essential Information Block、ＢＣＨ：Broadcast Cha
nnel）を報知するために用いられる。
【００２５】
　また、ＰＢＣＨは、同期信号のブロック（ＳＳ／ＰＢＣＨブロックとも称する）の周期
内の時間インデックスを報知するために用いられてよい。ここで、時間インデックスは、
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セル内の同期信号およびＰＢＣＨのインデックスを示す情報である。例えば、３つの送信
ビーム（送信フィルタ設定、受信空間パラメータに関する擬似同位置想定（ＱＣＬ：Quas
i-CoLocation））を用いてＳＳ／ＰＢＣＨブロックを送信する場合、予め定められた周期
内または設定された周期内の時間順を示してよい。また、端末装置は、時間インデックス
の違いを送信ビームの違いと認識してもよい。
【００２６】
　ＰＤＣＣＨは、下りリンクの無線通信（基地局装置３から端末装置１への無線通信）に
おいて、下りリンク制御情報（Downlink Control Information: DCI）を送信する（また
は運ぶ）ために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信に対して、１つまたは複
数のＤＣＩ（ＤＣＩフォーマットと称してもよい）が定義される。すなわち、下りリンク
制御情報に対するフィールドがＤＣＩとして定義され、情報ビットへマップされる。
【００２７】
　例えば、以下のＤＣＩフォーマットが定義されてよい。
　・ＤＣＩフォーマット０＿０
　・ＤＣＩフォーマット０＿１
　・ＤＣＩフォーマット１＿０
　・ＤＣＩフォーマット１＿１
　・ＤＣＩフォーマット２＿０
　・ＤＣＩフォーマット２＿１
　・ＤＣＩフォーマット２＿２
　・ＤＣＩフォーマット２＿３
【００２８】
　ＤＣＩフォーマット０＿０は、ＰＵＳＣＨのスケジューリング情報（周波数領域リソー
ス割当及び時間領域リソース割当）を示す情報を含んでよい。
【００２９】
　ＤＣＩフォーマット０＿１は、ＰＵＳＣＨのスケジューリング情報（周波数領域リソー
ス割当及び時間領域リソース割当）を示す情報、帯域部分（ＢＷＰ：BandWidth Part）を
示す情報、チャネル状態情報（ＣＳＩ：Channel State Information）リクエスト、サウ
ンディング参照信号（ＳＲＳ：Sounding Reference Signal）リクエスト、アンテナポー
トに関する情報を含んでよい。
【００３０】
　ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＰＤＳＣＨのスケジューリング情報（周波数領域リソー
ス割当及び時間領域リソース割当）を示す情報を含んでよい。
【００３１】
　ＤＣＩフォーマット１＿１は、ＰＤＳＣＨのスケジューリング情報（周波数領域リソー
ス割当及び時間領域リソース割当）を示す情報、帯域部分（ＢＷＰ）を示す情報、送信設
定指示（ＴＣＩ：Transmission Configuration Indication）、アンテナポートに関する
情報を含んでよい。
【００３２】
　ＤＣＩフォーマット２＿０は、１つまたは複数のスロットのスロットフォーマットを通
知するために用いられる。スロットフォーマットは、スロット内の各ＯＦＤＭシンボルが
下りリンク、フレキシブル、上りリンクのいずれかに分類されたものとして定義される。
例えば、スロットフォーマットが２８の場合、スロットフォーマット２８が指示されたス
ロット内の１４シンボルのＯＦＤＭシンボルに対してＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＸＵが適
用される。ここで、Ｄが下りリンクシンボル、Ｘがフレキシブルシンボル、Ｕが上りリン
クシンボルである。なお、スロットについては後述する。
【００３３】
　ＤＣＩフォーマット２＿１は、端末装置１に対して、送信がないと想定してよい物理リ
ソースブロックとＯＦＤＭシンボルを通知するために用いられる。なお、この情報はプリ
エンプション指示（間欠送信指示）と称してよい。
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【００３４】
　ＤＣＩフォーマット２＿２は、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＳＣＨのための送信電力制御（Ｔ
ＰＣ：Transmit Power Control）コマンドの送信のために用いられる。
【００３５】
　ＤＣＩフォーマット２＿３は、１または複数の端末装置１によるサウンディング参照信
号（ＳＲＳ）送信のためのＴＰＣコマンドのグループを送信するために用いられる。また
、ＴＰＣコマンドとともに、ＳＲＳリクエストが送信されてもよい。また、ＤＣＩフォー
マット２＿３に、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨのない上りリンク、またはＳＲＳの送信電
力制御がＰＵＳＣＨの送信電力制御と紐付いていない上りリンクのために、ＳＲＳリクエ
ストとＴＰＣコマンドが定義されてよい。
【００３６】
　下りリンクに対するＤＣＩを、下りリンクグラント（downlink grant）、または、下り
リンクアサインメント（downlink assignment）とも称する。ここで、上りリンクに対す
るＤＣＩを、上りリンクグラント（uplink grant）、または、上りリンクアサインメント
（Uplink assignment）とも称する。
【００３７】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンクの無線通信（端末装置１から基地局装置３の無線通信）にお
いて、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信するために用い
られる。ここで、上りリンク制御情報には、下りリンクのチャネルの状態を示すために用
いられるチャネル状態情報（CSI: Channel State Information）が含まれてもよい。また
、上りリンク制御情報には、ＵＬ－ＳＣＨリソースを要求するために用いられるスケジュ
ーリング要求（SR: Scheduling Request）が含まれてもよい。また、上りリンク制御情報
には、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledgement）が含ま
れてもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、下りリンクデータ（Transport block, Medium Access
 Control Protocol Data Unit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH）に対する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫを示してもよい。
【００３８】
　ＰＤＳＣＨは、媒介アクセス（MAC: Medium Access Control）層からの下りリンクデー
タ（DL-SCH: Downlink Shared CHannel）の送信に用いられる。また、下りリンクの場合
にはシステム情報（SI: System Information）やランダムアクセス応答（RAR: Random Ac
cess Response）などの送信にも用いられる。
【００３９】
　ＰＵＳＣＨは、ＭＡＣ層からの上りリンクデータ（UL-SCH: Uplink Shared CHannel）
または上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＣＳＩを送信するために
用いられてもよい。また、ＣＳＩのみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびＣＳＩのみを送
信するために用いられてもよい。すなわち、ＵＣＩのみを送信するために用いられてもよ
い。
【００４０】
　ここで、基地局装置３と端末装置１は、上位層（higher layer）において信号をやり取
り（送受信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（RRC: Rad
io Resource Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Radio Resource
 Control message、RRC information: Radio Resource Control informationとも称され
る）を送受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、ＭＡＣ（Medium Access 
Control）層において、ＭＡＣコントロールエレメントを送受信してもよい。ここで、Ｒ
ＲＣシグナリング、および／または、ＭＡＣコントロールエレメントを、上位層の信号（
higher layer signaling）とも称する。ここでの上位層は、物理層から見た上位層を意味
するため、ＭＡＣ層、ＲＲＣ層、ＲＬＣ層、ＰＤＣＰ層、ＮＡＳ（Non Access Stratum）
層などの一つまたは複数を含んでもよい。例えば、ＭＡＣ層の処理において上位層とは、
ＲＲＣ層、ＲＬＣ層、ＰＤＣＰ層、ＮＡＳ層などの一つまたは複数を含んでもよい。
【００４１】
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　ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣコントロールエ
レメントを送信するために用いられてもよい。ここで、ＰＤＳＣＨにおいて、基地局装置
３から送信されるＲＲＣシグナリングは、セル内における複数の端末装置１に対して共通
のシグナリングであってもよい。また、基地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリング
は、ある端末装置１に対して専用のシグナリング（dedicated signalingとも称する）で
あってもよい。すなわち、端末装置固有（ＵＥスペシフィック）の情報は、ある端末装置
１に対して専用のシグナリングを用いて送信されてもよい。また、ＰＵＳＣＨは、上りリ
ンクにおいてＵＥの能力（UE Capability）の送信に用いられてもよい。
【００４２】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
ここで、下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・参照信号（Reference Signal: RS）
【００４３】
　同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ：Primary Synchronization Signal）および
セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を含んでよい。ＰＳＳとＳＳＳを用いてセルＩＤが検出さ
れてよい。
【００４４】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。ここで、同期信号は、端末装置１が基地局装置３によるプリコーディングま
たはビームフォーミングにおけるプリコーディングまたはビームの選択に用いられて良い
。なお、ビームは、送信または受信フィルタ設定と呼ばれてもよい。
【００４５】
　参照信号は、端末装置１が物理チャネルの伝搬路補償を行うために用いられる。ここで
、参照信号は、端末装置１が下りリンクのＣＳＩを算出するためにも用いられてよい。ま
た、参照信号は、無線パラメータやサブキャリア間隔などのヌメロロジーやＦＦＴの窓同
期などができる程度の細かい同期（Fine synchronization）に用いられて良い。
【００４６】
　本実施形態において、以下の下りリンク参照信号のいずれか１つまたは複数が用いられ
る。
　・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
　・ＣＳＩ－ＲＳ（Channel State Information Reference Signal）
　・ＰＴＲＳ（Phase Tracking Reference Signal）
　・ＴＲＳ（Tracking Reference Signal）
【００４７】
　ＤＭＲＳは、変調信号を復調するために使用される。なお、ＤＭＲＳには、ＰＢＣＨを
復調するための参照信号と、ＰＤＳＣＨを復調するための参照信号の２種類が定義されて
もよいし、両方をＤＭＲＳと称してもよい。ＣＳＩ－ＲＳは、チャネル状態情報（ＣＳＩ
：Channel State Information）の測定およびビームマネジメントに使用される。ＰＴＲ
Ｓは、位相雑音に起因する周波数オフセットを保証する目的で、時間軸で位相をトラック
するために使用される。ＴＲＳは、高速移動時におけるドップラーシフトを保証するため
に使用される。なお、ＴＲＳはＣＳＩ－ＲＳの１つの設定として用いられてよい。例えば
、１ポートのＣＳＩ－ＲＳがＴＲＳとして無線リソースが設定されてもよい。
【００４８】
　本実施形態において、以下の上りリンク参照信号のいずれか１つまたは複数が用いられ
る。
　・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
　・ＰＴＲＳ（Phase Tracking Reference Signal）
　・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
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【００４９】
　ＤＭＲＳは、変調信号を復調するために使用される。なお、ＤＭＲＳには、ＰＵＣＣＨ
を復調するための参照信号と、ＰＵＳＣＨを復調するための参照信号の２種類が定義され
てもよいし、両方をＤＭＲＳと称してもよい。ＳＲＳは、上りリンクチャネル状態情報（
ＣＳＩ）の測定、チャネルサウンディング、およびビームマネジメントに使用される。Ｐ
ＴＲＳは、位相雑音に起因する周波数オフセットを保証する目的で、時間軸で位相をトラ
ックするために使用される。
【００５０】
　下りリンク物理チャネルおよび／または下りリンク物理シグナルを総称して、下りリン
ク信号と称する。上りリンク物理チャネルおよび／または上りリンク物理シグナルを総称
して、上りリンク信号と称する。下りリンク物理チャネルおよび／または上りリンク物理
チャネルを総称して、物理チャネルと称する。下りリンク物理シグナルおよび／または上
りリンク物理シグナルを総称して、物理シグナルと称する。
【００５１】
　ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。媒体ア
クセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）層で用いられるチャネルをトランスポー
トチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トランス
ポートブロック（ＴＢ：transport block）および／またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Da
ta Unit）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid 
Automatic Repeat reQuest）の制御が行われる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が
物理層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロッ
クはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行われる。
【００５２】
　また、参照信号は、無線リソース測定（ＲＲＭ：Radio Resource Measurement）に用い
られてよい。また、参照信号は、ビームマネジメントに用いられてよい。
【００５３】
　ビームマネジメントは、送信装置（下りリンクの場合は基地局装置３であり、上りリン
クの場合は端末装置１である）におけるアナログおよび／またはディジタルビームと、受
信装置（下りリンクの場合は端末装置１、上りリンクの場合は基地局装置３である）にお
けるアナログおよび／またはディジタルビームの指向性を合わせ、ビーム利得を獲得する
ための基地局装置３および／または端末装置１の手続きであってよい。
【００５４】
　なお、ビームペアリンクを構成、設定または確立する手続きとして、下記の手続きを含
んでよい。
・ビーム選択（Beam selection）
・ビーム改善（Beam refinement）
・ビームリカバリ（Beam recovery）
【００５５】
　例えば、ビーム選択は、基地局装置３と端末装置１の間の通信においてビームを選択す
る手続きであってよい。また、ビーム改善は、さらに利得の高いビームの選択、あるいは
端末装置１の移動によって最適な基地局装置３と端末装置１の間のビームの変更をする手
続きであってよい。ビームリカバリは、基地局装置３と端末装置１の間の通信において遮
蔽物や人の通過などにより生じるブロッケージにより通信リンクの品質が低下した際にビ
ームを再選択する手続きであってよい。
【００５６】
　ビームマネジメントには、ビーム選択、ビーム改善が含まれてよい。ビームリカバリに
は、下記の手続きを含んでよい。
・ビーム失敗（beam failure）の検出
・新しいビームの発見
・ビームリカバリリクエストの送信
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・ビームリカバリリクエストに対する応答のモニタ
【００５７】
　例えば、端末装置１における基地局装置３の送信ビームを選択する際にＣＳＩ－ＲＳま
たはＳＳ／ＰＢＣＨブロックに含まれるＳＳＳのＲＳＲＰ（Reference Signal Received 
Power）を用いてもよいし、ＣＳＩを用いてもよい。また、基地局装置３への報告として
ＣＳＩ－ＲＳリソースインデックス（ＣＲＩ：CSI-RS Resource Index）を用いてもよい
し、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックに含まれるＰＢＣＨおよび／またはＰＢＣＨの復調に用いら
れる復調用参照信号（ＤＭＲＳ）の系列で指示されるインデックスを用いてもよい。
【００５８】
　また、基地局装置３は、端末装置１へビームを指示する際にＣＲＩまたはＳＳ／ＰＢＣ
Ｈの時間インデックスを指示し、端末装置１は、指示されたＣＲＩまたはＳＳ／ＰＢＣＨ
の時間インデックスに基づいて受信する。このとき、端末装置１は指示されたＣＲＩまた
はＳＳ／ＰＢＣＨの時間インデックスに基づいて空間フィルタを設定し、受信してよい。
また、端末装置１は、疑似同位置（ＱＣＬ：Quasi-Co-Location）の想定を用いて受信し
てもよい。ある信号（アンテナポート、同期信号、参照信号など）が別の信号（アンテナ
ポート、同期信号、参照信号など）とＱＣＬであるまたは、ＱＣＬ想定されるとは、ある
信号が別の信号と関連付けられていると解釈できる。
【００５９】
　もしあるアンテナポートにおけるあるシンボルが搬送されるチャネルの長区間特性（Lo
ng Term Property）が他方のアンテナポートにおけるあるシンボルが搬送されるチャネル
から推論されうるなら、２つのアンテナポートはＱＣＬであるといわれる。チャネルの長
区間特性は、遅延スプレッド、ドップラースプレッド、ドップラーシフト、平均利得、及
び平均遅延の１つまたは複数を含む。例えば、アンテナポート１とアンテナポート２が平
均遅延に関してＱＣＬである場合、アンテナポート１の受信タイミングからアンテナポー
ト２の受信タイミングが推論されうることを意味する。
【００６０】
　このＱＣＬは、ビームマネジメントにも拡張されうる。そのために、空間に拡張したＱ
ＣＬが新たに定義されてもよい。例えば、空間のＱＣＬ想定におけるチャネルの長区間特
性（Long term property）として、無線リンクあるいはチャネルにおける到来角（AoA（A
ngle of Arrival）, ZoA（Zenith angle of Arrival）など）および／または角度広がり
（Angle Spread、例えばASA（Angle Spread of Arrival）やZSA（Zenith angle Spread o
f Arrival））、送出角（AoD, ZoDなど）やその角度広がり（Angle Spread、例えばASD（
Angle Spread of Departure）やZSD（Zenith angle Spread of Departure））、空間相関
（Spatial Correlation）、受信空間パラメータであってもよい。
【００６１】
　例えば、アンテナポート１とアンテナポート２の間で受信空間パラメータに関してＱＣ
Ｌであるとみなせる場合、アンテナポート１からの信号を受信する受信ビーム（受信空間
フィルタ）からアンテナポート２からの信号を受信する受信ビームが推論されうることを
意味する。
【００６２】
　ＱＣＬタイプとして、ＱＣＬとみなしてよい長区間特性の組み合わせが定義されてよい
。例えば、以下のタイプが定義されてよい。
　・タイプＡ：ドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド
　・タイプＢ：ドップラーシフト、ドップラースプレッド
　・タイプＣ：平均遅延、ドップラーシフト
　・タイプＤ：受信空間パラメータ
【００６３】
　上述のＱＣＬタイプは、ＲＲＣおよび／またはＭＡＣ層および／またはＤＣＩで１つま
たは２つの参照信号とＰＤＣＣＨやＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳとのＱＣＬ想定を送信設定指示
（ＴＣＩ：Transmission Configuration Indication）として設定および／または指示し
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てもよい。例えば、端末装置１がＰＤＣＣＨを受信する際のＴＣＩの１つの状態として、
ＰＢＣＨ／ＳＳブロックのインデックス＃２とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプＢが設定お
よび／または指示された場合、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳを受信する際、ＰＢ
ＣＨ／ＳＳブロックインデックス＃２の受信におけるドップラーシフト、ドップラースプ
レッド、平均遅延、遅延スプレッド、受信空間パラメータとチャネルの長区間特性とみな
してＰＤＣＣＨのＤＭＲＳを受信して同期や伝搬路推定をしてもよい。このとき、ＴＣＩ
により指示される参照信号（上述の例ではＰＢＣＨ／ＳＳブロック）をソース参照信号、
ソース参照信号を受信する際のチャネルの長区間特性から推論される長区間特性の影響を
受ける参照信号（上述の例ではＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ）をターゲット参照信号と称してよ
い。また、ＴＣＩは、ＲＲＣで複数のＴＣＩ状態と各状態に対してソース参照信号とＱＣ
Ｌタイプの組み合わせが設定され、ＭＡＣ層またはＤＣＩにより端末装置１に指示されて
よい。
【００６４】
　この方法により、ビームマネジメントおよびビーム指示／報告として、空間のＱＣＬ想
定と無線リソース（時間および／または周波数）によりビームマネジメントと等価な基地
局装置３、端末装置１の動作が定義されてもよい。
【００６５】
　以下、サブフレームについて説明する。本実施形態ではサブフレームと称するが、リソ
ースユニット、無線フレーム、時間区間、時間間隔などと称されてもよい。
【００６６】
　図２は、本発明の第１の実施形態に係る下りリンクスロットの概略構成の一例を示す図
である。無線フレームのそれぞれは、１０ｍｓ長である。また、無線フレームのそれぞれ
は１０個のサブフレームおよびＷ個のスロットから構成される。また、１スロットは、Ｘ
個のＯＦＤＭシンボルで構成される。つまり、１サブフレームの長さは１ｍｓである。ス
ロットのそれぞれは、サブキャリア間隔によって時間長が定義される。例えば、ＯＦＤＭ
シンボルのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、ＮＣＰ（Normal Cyclic Prefix）の場合、Ｘ
＝７あるいはＸ＝１４であり、それぞれ０．５ｍｓおよび１ｍｓである。また、サブキャ
リア間隔が６０ｋＨｚの場合は、Ｘ＝７あるいはＸ＝１４であり、それぞれ０．１２５ｍ
ｓおよび０．２５ｍｓである。また、例えば、Ｘ＝１４の場合、サブキャリア間隔が１５
ｋＨｚの場合はＷ＝１０であり、サブキャリア間隔が６０ｋＨｚの場合はＷ＝４０である
。図２は、Ｘ＝７の場合を一例として示している。なお、Ｘ＝１４の場合にも同様に拡張
できる。また、上りリンクスロットも同様に定義され、下りリンクスロットと上りリンク
スロットは別々に定義されてもよい。また、図２のセルの帯域幅は帯域の一部（ＢＷＰ：
BandWidth Part）として定義されてもよい。また、スロットは、送信時間間隔（ＴＴＩ：
Transmission Time Interval）と定義されてもよい。スロットは、ＴＴＩとして定義され
なくてもよい。ＴＴＩは、トランスポートブロックの送信期間であってもよい。
【００６７】
　スロットのそれぞれにおいて送信される信号または物理チャネルは、リソースグリッド
によって表現されてよい。リソースグリッドは、複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシ
ンボルによって定義される。1つのスロットを構成するサブキャリアの数は、セルの下り
リンクおよび上りリンクの帯域幅にそれぞれ依存する。リソースグリッド内のエレメント
のそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブキャリアの番号
とＯＦＤＭシンボルの番号とを用いて識別されてよい。
【００６８】
　リソースグリッドは、ある物理下りリンクチャネル（ＰＤＳＣＨなど）あるいは上りリ
ンクチャネル（ＰＵＳＣＨなど）のリソースエレメントのマッピングを表現するために用
いられる。例えば、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚの場合、サブフレームに含まれるＯＦ
ＤＭシンボル数Ｘ＝１４で、ＮＣＰの場合には、１つの物理リソースブロックは、時間領
域において１４個の連続するＯＦＤＭシンボルと周波数領域において１２＊Ｎｍａｘ個の
連続するサブキャリアとから定義される。Ｎｍａｘは、後述するサブキャリア間隔設定μ
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により決定されるリソースブロックの最大数である。つまり、リソースグリッドは、（１
４＊１２＊Ｎｍａｘ，μ）個のリソースエレメントから構成される。ＥＣＰ（Extended C
P）の場合、サブキャリア間隔６０ｋＨｚにおいてのみサポートされるので、１つの物理
リソースブロックは、例えば、時間領域において１２（１スロットに含まれるＯＦＤＭシ
ンボル数）＊４（１サブフレームに含まれるスロット数）＝４８個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルと、周波数領域において１２＊Ｎｍａｘ，μ個の連続するサブキャリアとにより定
義される。つまり、リソースグリッドは、（４８＊１２＊Ｎｍａｘ，μ）個のリソースエ
レメントから構成される。
【００６９】
　リソースブロックとして、参照リソースブロック、共通リソースブロック、物理リソー
スブロック、仮想リソースブロックが定義される。１リソースブロックは、周波数領域で
連続する１２サブキャリアとして定義される。参照リソースブロックは、全てのサブキャ
リアにおいて共通であり、例えば１５ｋＨｚのサブキャリア間隔でリソースブロックを構
成し、昇順に番号が付されてよい。参照リソースブロックインデックス０におけるサブキ
ャリアインデックス０は、参照ポイントＡと称されてよい（単に“参照ポイント”と称さ
れてもよい）。共通リソースブロックは、参照ポイントＡから各サブキャリア間隔設定μ
において０から昇順で番号が付されるリソースブロックである。上述のリソースグリッド
はこの共通リソースブロックにより定義される。物理リソースブロックは、後述する帯域
部分（ＢＷＰ）の中に含まれる０から昇順で番号が付されたリソースブロックであり、物
理リソースブロックは、帯域部分（ＢＷＰ）の中に含まれる０から昇順で番号が付された
リソースブロックである。ある物理上りリンクチャネルは、まず仮想リソースブロックに
マップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロックにマップされる
。（TS38.211より）
【００７０】
　次に、サブキャリア間隔設定μについて説明する。上述のようにＮＲでは、複数のＯＦ
ＤＭヌメロロジーがサポートされる。あるＢＷＰにおいて、サブキャリア間隔設定μ（μ
＝０，１，．．．，５）と、サイクリックプレフィックス長は、下りリンクのＢＷＰに対
して上位レイヤ（上位層）で与えられ、上りリンクのＢＷＰにおいて上位レイヤで与えら
れる。ここで、μが与えられると、サブキャリア間隔Δｆは、Δｆ＝２＾μ・１５（ｋＨ
ｚ）で与えられる。
【００７１】
　サブキャリア間隔設定μにおいて、スロットは、サブフレーム内で０からＮ^{subframe
,μ}_{slot}-1に昇順に数えられ、フレーム内で０からＮ^{frame,μ}_{slot}-1に昇順に
数えられる。スロット設定およびサイクリックプレフィックスに基づいてN^{slot}_{symb
}の連続するＯＦＤＭシンボルがスロット内にある。N^{slot}_{symb}は１４である。サブ
フレーム内のスロットｎ^{μ}_{s}のスタートは、同じサブフレーム内のｎ^{μ}_{s} N^{
slot}_{symb}番目のＯＦＤＭシンボルのスタートと時間でアラインされている。
【００７２】
　次に、サブフレーム、スロット、ミニスロットについて説明する。図３は、サブフレー
ム、スロット、ミニスロットの時間領域における関係を示した図である。同図のように、
３種類の時間ユニットが定義される。サブフレームは、サブキャリア間隔によらず１ｍｓ
であり、スロットに含まれるＯＦＤＭシンボル数は７または１４であり、スロット長はサ
ブキャリア間隔により異なる。ここで、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚの場合、１サブフ
レームには１４ＯＦＤＭシンボル含まれる。下りリンクスロットはＰＤＳＣＨマッピング
タイプＡと称されてよい。上りリンクスロットはＰＵＳＣＨマッピングタイプＡと称され
てよい。
【００７３】
　ミニスロット（サブスロットと称されてもよい）は、スロットに含まれるＯＦＤＭシン
ボル数よりも少ないＯＦＤＭシンボルで構成される時間ユニットである。同図はミニスロ
ットが２ＯＦＤＭシンボルで構成される場合を一例として示している。ミニスロット内の
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ＯＦＤＭシンボルは、スロットを構成するＯＦＤＭシンボルタイミングに一致してもよい
。なお、スケジューリングの最小単位はスロットまたはミニスロットでよい。また、ミニ
スロットを割り当てることを、ノンスロットベースのスケジューリングと称してもよい。
また、ミニスロットをスケジューリングされることを参照信号とデータのスタート位置の
相対的な時間位置が固定であるリソースがスケジュールされたと表現されてもよい。下り
リンクミニスロットはＰＤＳＣＨマッピングタイプＢと称されてよい。上りリンクミニス
ロットはＰＵＳＣＨマッピングタイプＢと称されてよい。
【００７４】
　図４は、スロットフォーマットの一例を示す図である。ここでは、サブキャリア間隔１
５ｋＨｚにおいてスロット長が１ｍｓの場合を例として示している。同図において、Ｄは
下りリンク、Ｕは上りリンクを示している。同図に示されるように、ある時間区間内（例
えば、システムにおいて１つのＵＥに対して割り当てなければならない最小の時間区間）
においては、
・下りリンクシンボル
・フレキシブルシンボル
・上りリンクシンボル
のうち１つまたは複数を含んでよい。なお、これらの割合はスロットフォーマットとして
予め定められてもよい。また、スロット内に含まれる下りリンクのＯＦＤＭシンボル数ま
たはスロット内のスタート位置および終了位置で定義されてもよい。また、スロット内に
含まれる上りリンクのＯＦＤＭシンボルまたはＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭシンボル数またはス
ロット内のスタート位置および終了位置で定義されてよい。なお、スロットをスケジュー
リングされることを参照信号とスロット境界の相対的な時間位置が固定であるリソースが
スケジュールされたと表現されてもよい。
【００７５】
　端末装置１は、下りリンクシンボルまたはフレキシブルシンボルで下りリンク信号また
は下りリンクチャネルを受信してよい。端末装置１は、上りリンクシンボルまたはフレキ
シブルシンボルで上りリンク信号または下りリンクチャネルを送信してよい。
【００７６】
　図４（ａ）は、ある時間区間（例えば、１ＵＥに割当可能な時間リソースの最小単位、
またはタイムユニットなどとも称されてよい。また、時間リソースの最小単位を複数束ね
てタイムユニットと称されてもよい。）で、全て下りリンク送信に用いられている例であ
り、図４（ｂ）は、最初の時間リソースで例えばＰＤＣＣＨを介して上りリンクのスケジ
ューリングを行い、ＰＤＣＣＨの処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の
生成を含むフレキシブルシンボルを介して上りリンク信号を送信する。図４（ｃ）は、最
初の時間リソースでＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクのＰＤＳＣＨの送信に用いられ
、処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成のためのギャップを介して
ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に用いられる。ここで、一例としては、上りリンク信
号はＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＣＳＩ、すなわちＵＣＩの送信に用いられてよい。
図４（ｄ）は、最初の時間リソースでＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨの送信に用い
られ、処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成のためのギャップを介
して上りリンクのＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨの送信に用いられる。ここで、一
例としては、上りリンク信号は上りリンクデータ、すなわちＵＬ－ＳＣＨの送信に用いら
れてもよい。図４（ｅ）は、全て上りリンク送信（ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ）に用い
られている例である。
【００７７】
　上述の下りリンクパート、上りリンクパートは、ＬＴＥと同様複数のＯＦＤＭシンボル
で構成されてよい。
【００７８】
　図５は、ビームフォーミングの一例を示した図である。複数のアンテナエレメントは１
つの送信ユニット（TXRU: Transceiver unit）１０に接続され、アンテナエレメント毎の
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位相シフタ１１によって位相を制御し、アンテナエレメント１２から送信することで送信
信号に対して任意の方向にビームを向けることができる。典型的には、ＴＸＲＵがアンテ
ナポートとして定義されてよく、端末装置１においてはアンテナポートのみが定義されて
よい。位相シフタ１１を制御することで任意の方向に指向性を向けることができるため、
基地局装置３は端末装置１に対して利得の高いビームを用いて通信することができる。　
【００７９】
　以下、帯域部分（ＢＷＰ）について説明する。ＢＷＰは、キャリアＢＷＰとも称される
。ＢＷＰは、下りリンクと上りリンクのそれぞれに設定されてよい。ＢＷＰは、共通リソ
ースブロックの連続するサブセットから選択された連続する物理リソースの集合として定
義される。端末装置１は、ある時間に１つの下りリンクキャリアＢＷＰが活性化される４
つまでのＢＷＰを設定されうる。端末装置１は、ある時間に１つの上りリンクキャリアＢ
ＷＰが活性化される４つまでのＢＷＰを設定されうる。キャリアアグリゲーションの場合
には、ＢＷＰは各サービングセルで設定されてもよい。このとき、あるサービングセルに
おいてＢＷＰが１つ設定されていることを、ＢＷＰが設定されていないと表現されてもよ
い。また、ＢＷＰが２つ以上設定されていることをＢＷＰが設定されていると表現されて
もよい。
【００８０】
　活性化されたサービングセルにおいて、常に一つのアクティブな（活性化された）ＢＷ
Ｐがある。あるサービングセルに対するＢＷＰ切り替え（BWP switching）は、インアク
ティブな（非活性化された）ＢＷＰを活性化(activate)し、アクティブな（活性化された
）ＢＷＰを非活性化(deactivate)するために使用される。あるサービングセルに対するＢ
ＷＰ切り替え（BWP switching）は、下りリンク割り当てまたは上りリンクグラントを示
すＰＤＣＣＨによって制御される。ＳｐＣｅｌｌ（PCellまたはPSCell）の追加または、S
Cellの活性化において、一つのＢＷＰが、下りリンク割り当てまたは上りリンクグラント
を示すＰＤＣＣＨを受信することなしに初期的にアクティブである。初期的にアクティブ
なＢＷＰは、基地局装置３から端末装置１に送られるＲＲＣメッセージで指定されるかも
しれない。あるサービングセルに対するアクティブなＢＷＰは、基地局装置３から端末装
置１に送られるＲＲＣまたはＰＤＣＣＨで指定される。アンペアードスペクトラム（Unpa
ired spectrum）（ＴＤＤバンドなど）では、ＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰはペアされて
いて、ＢＷＰ切り替えは、ＵＬとＤＬに対して共通である。ＢＷＰが設定されているアク
ティベートされたサービングセルのそれぞれに対する、アクティブなＢＷＰにおいて、端
末装置１のＭＡＣエンティティは、ノーマル処理を適用する。ノーマル処理には、UL-SCH
を送信する、ＲＡＣＨを送信する、ＰＤＣＣＨをモニタする、ＰＵＣＣＨを送信する、お
よびＤＬ－SCHを受信することを含む。ＢＷＰが設定されているアクティベートされたサ
ービングセルのそれぞれに対する、インアクティブなＢＷＰにおいて、端末装置１のＭＡ
Ｃエンティティは、UL-SCHを送信しない、ＲＡＣＨを送信しない、ＰＤＣＣＨをモニタし
ない、ＰＵＣＣＨを送信しない、およびＤＬ－SCHを受信しない。あるサービングセルが
非活性化された場合、アクティブなＢＷＰは、存在しないようにしてもよい（例えば、ア
クティブなＢＷＰは非活性化される）。
【００８１】
　端末装置１は、１つのプライマリセルと１５までのセカンダリセルが設定されてよい。
【００８２】
　端末装置１により使用されるＣＳＩを報告する時間及び周波数リソースは、基地局装置
３により制御される。ＣＳＩは、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、ＰＭＩ（Preco
ding Matrix Indicator）、ＣＲＩ（CSI-RS Resource Indicator）、ＳＬＩ（Strongest 
Layer Indication）、ＲＩ（rank indication）および／またはＬ１－ＲＳＲＰ（Layer-1
 Reference Signal Received Power）を含む。ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＣＲＩ、ＳＬＩ、ＲＩ、
Ｌ１－ＲＳＲＰのために、端末装置１は、Ｎ（Ｎは１以上）のＣＳＩ報告に関する設定、
Ｍ（Ｍは１以上）のＣＳＩ参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）のリソースに関する設定、Ｌ（Ｌは
１以上）のリンクを含む１つのＣＳＩ測定に関する設定を上位レイヤにより設定される。
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ＣＳＩ測定に関する設定は、ＣＳＩ報告に関する設定のリストと、ＣＳＩリソースに関す
る設定のリストと、リンクの設定のリストと、トリガ状態のリストを含む。以下、それぞ
れについて説明する。
【００８３】
　ＣＳＩ報告に関する設定の各々は、１つの下りリンクのＢＷＰ（上位レイヤのＢＷＰア
イデンティティ）に関連付けられ、ＣＳＩ報告に関する設定の各々は、報告されるパラメ
ータは以下のものを含む。
・ＣＳＩ報告に関する設定を識別するための１つのアイデンティティ
・時間領域の動作（例えば、周期的（periodic）、セミパーシステント、または非周期（
Aperiodic））
・報告されるＣＳＩパラメータ（例えば、ＣＲＩ、ＲＩ、ＰＭＩ、ＣＱＩなど）
・周波数領域の設定（広帯域ＣＱＩまたはサブバンドＣＱＩを設定する情報、広帯域ＰＭ
ＩまたはサブバンドＰＭＩを設定する情報がそれぞれ含まれる）
・ＣＳＩ測定の制限の設定（measurement restriction configuration、チャネル測定と
干渉測定のそれぞれに対して設定されてよい）
・コードブック設定（ＣＳＩのタイプ（タイプ１かタイプ２かを示す情報）とコードブッ
クサブセット制限の設定）
・１報告あたりのＣＱＩの最大数（１コードワードか２コードワードかを示す情報であっ
てよい）
・ＣＱＩテーブルの想定（６４ＱＡＭまでを含むＣＱＩテーブル、２５６ＱＡＭまでを含
むＣＱＩテーブル、ＵＲＬＬＣなど）
【００８４】
　ＣＳＩリソースに関する設定の各々は、Ｓ（Ｓは１以上）のＣＳＩ－ＲＳリソースセッ
トに関する情報を含み、各ＣＳＩ－ＲＳリソースセットは、複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
（チャネル測定または干渉測定のためのＮＺＰＣＳＩ－ＲＳと、干渉測定のためのＣＳＩ
－ＩＭ（Interference Measurement）リソース）と、Ｌ１－ＲＳＲＰ計算のために使用さ
れるＳＳ／ＰＢＣＨブロックのリソースに関する設定を含む。ここで、ＮＺＰ　ＣＳＩ－
ＲＳリソースとは、予め仕様で定義された生成方法に従って系列が生成され、ＣＳＩ－Ｒ
ＳがマッピングされるリソースエレメントにマップされるＣＳＩ－ＲＳである。また、Ｃ
ＳＩリソースに関する設定の各々は、上位レイヤで識別された（identified）ＢＷＰに置
かれ、１つのＣＳＩ報告に関する設定に紐づけられたすべてのＣＳＩリソースに関する設
定は、同じＢＷＰである。
【００８５】
　次に、上述のチャネル測定と干渉測定について説明する。チャネル測定は、ＣＳＩ測定
のために下りリンクの所望信号またはチャネルまたは空間多重を想定した場合の各レイヤ
または各コードワードの品質に関する量を測定することであり、干渉測定は、ＣＳＩ測定
のために下りリンクの干渉信号またチャネルまたは空間多重を想定した場合の各レイヤま
たはコードワードにおける干渉の量を測定することである。ここでレイヤとは、空間多重
されるＰＤＳＣＨの数である。
【００８６】
　なお、Ｌ１－ＲＳＲＰ計算のために使用されるＳＳ／ＰＢＣＨブロックのリソースに関
する設定（ssb-Resources）は、ＣＳＩリソースに関する設定の各々に含まれてもよい。
【００８７】
　また、ＣＳＩリソースに関する設定の各々に、ＣＳＩ―ＲＳリソースの時間領域の動作
が含まれてよい。また、各ＣＳＩ－ＲＳリソースセットに関する設定に、ＣＳＩ―ＲＳリ
ソースの時間領域の動作が含まれてもよい。
【００８８】
　各リンクの設定は、ＣＳＩ報告に関する設定のインディケーションと、ＣＳＩ設定のイ
ンディケーションと、チャネル測定か干渉測定のどちらを測定するかを示すインディケー
ションを含む。また、各リンクの設定は、１つまたは複数の非周期なＣＳＩ報告のための
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ＣＳＩ報告に関する設定を動的に選択するための複数のトリガ状態を含んでよい。
【００８９】
　各トリガ状態は、１つまたは複数のＣＳＩ報告に関する設定に関連付けられ、各ＣＳＩ
報告に関する設定は、１つまたは複数の周期的またはセミパーシステントまたは非周期の
ＣＳＩ参照信号に関する設定に紐づけられている。ここで、紐づけられたＣＳＩリソース
に関する設定の数により端末装置は下記を想定してよい。
・１つのＣＳＩリソースに関する設定が設定された場合、そのリソース設定はＬ１－ＲＳ
ＲＰ計算のためのチャネル測定のためである
・２つのＣＳＩリソースに関する設定が設定された場合、１つめのＣＳＩリソースに関す
る設定はチャネル測定のためであり、２つめのＣＳＩリソースに関する設定は、ＣＳＩ－
ＩＭまたはＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳリソース上での干渉測定のためである。
・３つのＣＳＩリソースに関する設定が設定された場合、１つめのＣＳＩリソースに関す
る設定はチャネル測定のためであり、２つめのＣＳＩリソースに関する設定は、ＣＳＩ－
ＩＭリソース上での干渉測定のためであり、３つめのＣＳＩリソースに関する設定はＮＺ
Ｐ　ＣＳＩ－ＲＳリソース上での干渉測定のためである。
【００９０】
　ＣＳＩ測定のために、端末装置１は、下記を想定してよい。
・干渉測定のために設定された各ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳポートは干渉の送信レイヤに対応
すること、
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳポート上のすべての干渉の送信レイヤが、関連付けられたＥＰＲ
Ｅ（Energy per resource element）が考慮されていること、および
・チャネル測定のためのＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳリソース、または干渉測定のためのＣＳＩ
－ＲＳリソース、または干渉測定のためのＣＳＩ－ＩＭリソース上に他の干渉信号がある
こと
【００９１】
　ここで、ＥＰＲＥは、リソースエレメントあたりのＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのエネルギー
を表す。具体的には、基地局装置３は、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＳ
ＣＨ　ＥＰＲＥの比（Ｐｃ）、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＰＤＣＣＨ　Ｅ
ＰＲＥの比（Ｐｃ－ＰＤＣＣＨ）、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのＥＰＲＥに対するＳＳ／ＰＢ
ＣＨブロックのＥＰＲＥの比（Ｐｃ＿ＳＳ）がそれぞれ設定される。これにより、ＣＳＩ
－ＲＳ　ＥＰＲＥを設定されたエネルギーの比からＣＳＩ測定にＥＰＲＥを考慮すること
ができる。
【００９２】
　ＣＳＩ－ＲＳリソースセットの時間領域の動作が非周期であるＣＳＩ－ＲＳリソースセ
ットのために、１つまたは複数のコンポーネントキャリアでのチャネル測定および／また
は干渉測定のための１つまたは複数のＣＳＩ報告に関する設定および／または１つまたは
複数のＣＳＩ－ＲＳリソースセットのためのトリガ状態が上位レイヤで設定される。非周
期のＣＳＩ報告のトリガのために、１つのＣＳＩトリガ状態のセットが上位レイヤのパラ
メータで設定され、ＣＳＩトリガ状態は、ＤＬ　ＢＷＰのいずれか１つの候補に関連付け
られる。端末装置１は、活性化されていない下りリンクＢＷＰのためのＣＳＩ報告をトリ
ガされることを期待しない。各トリガ状態は、ＤＣＩ（例えば、ＤＣＩフォーマット０＿
１）に含まれるＣＳＩリクエストフィールドを用いて開始される。
【００９３】
　このとき、端末装置は、下記の動作を行う。
　・ＣＳＩリクエストフィールドの値が０の場合、ＣＳＩはリクエストされない
　・ＣＳＩトリガ状態の数が２ＮＴＳ－１より大きい場合は、端末装置１はＣＳＩリクエ
ストフィールドのコードポイントに２ＮＴＳ－１トリガ状態までマップするために使われ
る選択コマンドをＭＡＣ層から受信する。ただし、ＮＴＳは、上位レイヤで設定されるＣ
ＳＩリクエストフィールドのビットサイズである。ＮＴＳは、｛０，１，２，３，４，５
，６｝の中からいずれかの値が設定されてよい。



(18) JP 2019-122004 A 2019.7.22

10

20

30

40

50

　・ＣＳＩトリガ状態の数が２ＮＴＳ－１より小さいまたは等しい場合、ＣＳＩリクエス
トフィールドは直接トリガ状態と端末装置１のＱＣＬ想定を指示する。
　・各ＣＳＩトリガ状態に関連付けられた非周期のＣＳＩ－ＲＳリソースのために、端末
装置１はＱＣＬのソース参照信号とＱＣＬタイプのＱＣＬ設定が上位レイヤより指示され
る（例えば、ＴＣＩを用いてもよい）。
【００９４】
　ここで、ＮＴＳはＤＣＩのＣＳＩリクエストフィールドのビット数であり、ＲＲＣで設
定される非周期のＣＳＩ報告のためのトリガの状態の数（ＮＣＳＩ）は、２ＮＴＳ－１よ
りも大きくても小さくても等しくてもよい。
【００９５】
　もし、１つのＣＳＩ報告に関する設定に紐づけられたＣＳＩリソースに関する設定が、
複数の非周期なＣＳＩ－ＲＳリソースセットに関する設定を持ち、非周期なＣＳＩ－ＲＳ
リソースセットの一部のみがあるトリガ状態に関連付けられている場合、各ＣＳＩ－ＲＳ
リソースセット毎にトリガ状態ごとにＣＳＩ－ＩＭリソースまたはＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ
リソースセットを選択するためにビットマップが上位レイヤで設定される。
【００９６】
　上述の設定について説明する。セル毎に端末装置１に設定される情報（例えば、Servin
gCellConfigDedicated）に、ＣＳＩ測定に関する情報が含まれてよい。即ち、ＣＳＩ測定
に関する情報は、セル毎に設定され、各セルのＣＳＩ測定に関する情報は下記の情報を含
む。
・Ｎ個のＣＳＩ報告に関する設定のリスト
・M個のＣＳＩ参照信号に関する設定のリスト
・Ｌ個のＣＳＩ報告に関する設定とＣＳＩ参照信号に関する設定の間のリンクのリスト（
csi-MeasIdToAddModList）
・ＣＳＩ報告のトリガに関する情報（ＣＳＩリクエストフィールドのビット数ＮＴＳおよ
び／またはＣＳＩリクエストフィールドの値に対応するトリガ状態）
【００９７】
　各ＣＳＩ報告に関する設定には、ＣＳＩ報告に関する設定のインデックスまたはアイデ
ンティティ、時間領域の動作を設定する情報、どのＣＳＩを報告するかを設定する情報を
含む。また、１つのＢＷＰを識別するためのＢＷＰインデックスを含んでもよい。
【００９８】
　時間領域の動作を設定する情報が周期的またはセミパーシステントを示す場合には、Ｃ
ＳＩを報告する周期（スロット数）が含まれてよい。時間領域の動作を設定する情報が非
周期（Aperiodic）を示す場合、非周期ＣＳＩ報告がトリガされたスロットからＣＳＩ報
告を送信するまでのスロット数のオフセットに関する情報を含んでよい。また、時間領域
の動作を設定する情報が非周期（Aperiodic）を示す場合、各ＣＳＩ報告に関する設定が
ＣＳＩ報告のトリガ状態のインデックスを含んでよい。
【００９９】
　各リンクに関する設定は、リンクされるＣＳＩ報告に関する設定のインデックスまたは
アイデンティティとＣＳＩ参照信号に関する設定のインデックスまたはアイデンティティ
、リンクのアイデンティティを含んでもよい。
【０１００】
　図６は、あるサービングセルｃにおけるＣＳＩ測定に関するＲＲＣの設定およびＣＳＩ
リクエストフィールドの一例を示している。ここでは、ＲＲＣで設定されるトリガ状態の
数ＮＣＳＩ＝３、ＣＳＩリクエストフィールドのビット数ＮＴＳ＝２として説明する。な
お、ここではサービングセルに設定されているＢＷＰの数が２であるとしている。図６に
示されるように、サービングセルｃのＣＳＩ測定に関する情報に、ＣＳＩ報告に関する設
定のリストが設定されており、リスト内に、ＣＳＩ報告に関する設定が４つ設定されてい
る。そのうち、非周期なＣＳＩ報告の設定は、ＣＳＩ報告に関する設定＃１～＃３である
。
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【０１０１】
　ＣＳＩ報告に関する設定＃１は、トリガ状態＃０に関連付けられ、ＣＳＩ報告に関する
設定＃２は、トリガ状態＃１に関連付けられ、ＣＳＩ報告に関する設定＃３は、トリガ状
態＃２に関連付けられている。この場合、ＮＣＳＩ＝２ＮＴＳ－１なので、ＤＣＩフォー
マットに含まれる２ビットのＣＳＩリクエストフィールドに直接マップされる。図６に示
されるように、ＣＳＩリクエストフィールドの“００”はＣＳＩ報告を送信しない。“０
１”にトリガ状態＃０、“１０”にトリガ状態＃１、“１１”にトリガ状態＃２がそれぞ
れ関連付けられている。
【０１０２】
　端末装置１は、ＲＲＣで設定されたＣＳＩ報告に関する設定と、ＤＣＩに含まれるＣＳ
Ｉリクエストフィールドの値に基づいて関連付けられたＣＳＩ報告に関する設定に基づい
て、ＣＳＩをＰＵＳＣＨで報告する。このとき、端末装置１は、ＣＳＩ報告に関する設定
に関連付けられたＣＳＩリソースに関する設定からＣＳＩを測定するＣＳＩ－ＲＳリソー
スセットまたはＣＳＩ－ＲＳリソースから、ＣＳＩ報告に関する設定に含まれる報告され
るＣＳＩパラメータに基づいてＣＳＩを測定する。
【０１０３】
　また、各ＣＳＩ報告に関する設定は、サービングセル内のＢＷＰと関連付けられている
。図６において、トリガ状態＃１およびトリガ状態＃２は、ＢＷＰインデックス＃０とＢ
ＷＰインデックス＃１にそれぞれ関連付けられている。つまり、端末装置１は、ＣＳＩリ
クエストフィールドの値として１０が指示された場合には、ＢＷＰ＃１におけるＣＳＩを
報告する。すなわち、ＣＳＩリクエストフィールドの値（情報）は複数のトリガ状態のう
ちの１つを示し、複数のトリガ状態の各々は、サービングセルごとに設定され、1つまた
は複数のＣＳＩ報告の設定、および1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関す
る設定に関連付けられる。なお、ＣＳＩリクエストフィールドの値はＣＳＩリクエストフ
ィールドに含まれる情報と換言されてもよい。
【０１０４】
　ここで、トリガ状態＃０のＢＷＰインデックスとして、設定されたＢＷＰの実際のイン
デックスではなく“active”が設定されている。これは、活性化されたＢＷＰと関連付け
られていることを意味する。例えば、端末装置１に対して、あるスロットにおいてＢＷＰ
インデックス＃０を示すＢＷＰが活性化されている場合、ＣＳＩリクエストフィールド“
０１”は活性化されているＢＷＰインデックス＃０に対応するＢＷＰでＣＳＩを測定し、
ＣＳＩを報告する。一方、あるスロットにおいてＢＷＰインデックス＃１に対応するＢＷ
Ｐが活性化されている場合、ＣＳＩリクエストフィールド“０１”は活性化されているＢ
ＷＰインデックス＃１に対応するＢＷＰでＣＳＩを測定し、ＣＳＩを報告する。すなわち
、ＰＤＣＣＨのＤＣＩに含まれるＣＳＩリクエストフィールドは、トリガ状態を含み、各
トリガ状態は１つまたは複数のＣＳＩ報告に関する設定および1つまたは複数のＣＳＩリ
ソースに関する設定に関連付けられ、複数のトリガ状態のうち１つの状態は、サービング
セルｃの活性化されたＢＷＰに関連付けられるように設定される。
【０１０５】
　図７に、あるサービングセルにおけるＲＲＣで設定されるトリガ状態の数ＮＣＳＩ＝４
、ＣＳＩリクエストフィールドのビット数ＮＴＳ＝２とする場合の設定およびＣＳＩリク
エストフィールドの例を示す。図７の例も図６と同様に時間動作が非周期であるＣＳＩ報
告に関する設定の各々は、ＢＷＰインデックスおよびトリガ状態が関連付けられている。
【０１０６】
　図７の例では、ＮＣＳＩ＞２ＮＴＳ－１なので、ＭＡＣ層を介してＣＳＩリクエストフ
ィールドの各コードポイント“０１”、“１０” 、“１１”のためのトリガ状態が選択
される。図７に示されるように、ＲＲＣで設定された４つのトリガ状態に対して、各コー
ドポイントのために各トリガ状態を示すビットマップを用いて１つまたは複数のトリガ状
態を選択してよい。図７の例では、コードポイント“０１”に対して各トリガ状態の選択
のための４ビットのビットマップ“１０００”が端末装置１に指示され、ＣＳＩリクエス
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トフィールド“０１”に対応するようにマップされる。これは、ＣＳＩリクエストフィー
ルドのコードポイント“０１”にトリガ状態＃０となることを意味している。このように
ＭＡＣ層では各トリガ状態に対応するビットマップにより各コードポイントが選択される
。すなわち、ＰＤＣＣＨのＤＣＩに含まれるＣＳＩリクエストフィールドは、トリガ状態
を含み、各トリガ状態は１つまたは複数のＣＳＩ報告に関する設定および1つまたは複数
のＣＳＩリソースに関する設定に関連付けられる。ＣＳＩリクエストフィールドに関連付
けられるトリガ状態は、ＭＡＣ層においてビットマップを用いて複数のトリガ状態から１
つまたは複数選択され、ＣＳＩリクエストフィールドの各コードポイントにマップされる
。
【０１０７】
　図８は、２つのサービングセルが設定された場合の例を示す。ここでは、サービングセ
ル数として２つが設定され、各セルで、非周期のＣＳＩ報告に関する設定にトリガ状態が
割り当てられる例を示している。同図のように、ＣＳＩリクエストフィールドには複数の
ＣＳＩ報告に関する設定が関連付けられる。例えば、サービングセル＃１のトリガ状態＃
１と、サービングセル＃２のトリガ状態＃１がコードポイント“０１”に設定されている
。
【０１０８】
　ここで、あるスロットにおいて、端末装置１に対してＣＳＩリクエストフィールドの値
として“１０”が指示された場合、端末装置１はサービングセル＃１のＢＷＰ＃０のＣＳ
Ｉと、サービングセル＃２のＢＷＰ＃０のＣＳＩを報告する。このとき、サービングセル
＃１のＢＷＰ＃０とサービングセル＃２のＢＷＰ＃０がともに活性化されている場合、端
末装置１はサービングセル＃１のＢＷＰ＃０とサービングセル＃２のＢＷＰ＃０のＣＳＩ
を報告する。
【０１０９】
　また、サービングセル＃１のＢＷＰ＃０が活性化されており、サービングセル＃２のＢ
ＷＰ＃０が活性化されていない場合、末装置１はサービングセル＃１のＢＷＰ＃０のＣＳ
Ｉを報告する。このように、複数のサービングセルが設定され、ＣＳＩリクエストフィー
ルドの値により指示された各サービングセルのＣＳＩ報告をする。すなわち、端末装置１
は、ＣＳＩリクエストフィールドを含むＤＣＩを運ぶＰＤＣＣＨを受信し、ＣＳＩリクエ
ストフィールドに基づいて複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガさ
れた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を送信
する。このとき、ＣＳＩリクエストフィールドはトリガ状態を示し、トリガ状態は、複数
の状態のうち１つを示す。複数の状態の各々の状態は、サービングセル毎に設定され、１
つまたは複数のＣＳＩ報告に関する設定および１つまたは複数のＣＳＩリソースに関する
設定および各サービングセルにおけるＢＷＰインデックスに関連付けられる。
【０１１０】
　ここで、上述の例ではＣＳＩリクエストフィールドの１つの値に、１つのＣＳＩ報告に
関する設定が設定されたが、複数のＣＳＩ報告が関連付けられるようにしてもよい。
【０１１１】
　上述の例では、各サービングセルのＣＳＩ報告に関する設定がＢＷＰインデックスに関
する設定に常に関連付けられている場合を示したが、ＢＷＰが１つの場合には関連付ける
情報が設定されなくてよい。この場合、サービングセルの帯域幅に基づいてＣＳＩ測定及
びＣＳＩ報告を行ってよい。
【０１１２】
　また、上述ではＢＷＰが活性化されているか否かに基づいてＣＳＩ報告を送信する例を
記載したが、サービングセルが非活性化されている場合も、そのサービングセルにおける
ＣＳＩ報告を送信せず、活性化されたサービングセルおよび／または活性化されたＢＷＰ
のみのＣＳＩを報告してもよい。
【０１１３】
　また、上述の例ではＣＳＩ報告に関する設定にトリガ状態のインデックスを示す情報を
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含んだが、ＣＳＩ測定に関する設定がトリガ状態のリストを含み、各トリガ状態がどのＣ
ＳＩ報告に関する設定を含むかが設定されてもよい。
【０１１４】
　すなわち、本発明では、端末装置１は、活性化されたサービングセルのＣＳＩのみを報
告してもよい。また、端末装置１は、ＢＷＰが設定されており、活性化されているセルの
場合は、活性化されたＢＷＰのＣＳＩのみを報告してもよい。また、端末装置１は、非活
性化されたサービングセルのＣＳＩを報告しなくてよい。非活性化されているＢＷＰのＣ
ＳＩを報告しなくてよい。また、ＣＳＩ報告に関する設定に含まれるＢＷＰインデックス
はサービングセルごとに設定されてよく、ＢＷＰの特定にサービングセルインデックスと
ＢＷＰインデックスを用いてよい。
【０１１５】
　本実施形態の一態様は、ＬＴＥやＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏといった無線アクセ
ス技術（RAT: Radio Access Technology）とのキャリアアグリゲーションまたはデュアル
コネクティビティにおいてオペレーションされてもよい。このとき、一部またはすべての
セルまたはセルグループ、キャリアまたはキャリアグループ（例えば、プライマリセル（
PCell: Primary Cell）、セカンダリセル（SCell: Secondary Cell）、プライマリセカン
ダリセル（PSCell）、ＭＣＧ（Master Cell Group）、ＳＣＧ（Secondary Cell Group）
など）で用いられてもよい。また、単独でオペレーションするスタンドアローンで用いら
れてもよい。デュアルコネクティビティオペレーションにおいては、ＳｐＣｅｌｌ（Spec
ial Cell）は、ＭＡＣエンティティがＭＣＧに関連付けられているか、ＳＣＧに関連付け
られているかに応じて、それぞれ、ＭＣＧのPCellまたは、SCGのPSCellと称する。デュア
ルコネクティビティオペレーションでなければ、ＳｐＣｅｌｌ（Special Cell）は、PCel
lと称する。ＳｐＣｅｌｌ（Special Cell）は、ＰＵＣＣＨ送信と、競合ベースランダム
アクセスをサポートする。
【０１１６】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。ここでは、下りリンクの無線
伝送方式として、ＣＰ－ＯＦＤＭ、上りリンクの無線伝送方式としてＣＰ－ＯＦＤＭまた
はＤＦＴＳ－ＯＦＤＭ（ＳＣ－ＦＤＭ）を適用する場合の例を示している。
【０１１７】
　図９は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７と送
受信アンテナ１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソース制
御部１０１１、スケジューリング情報解釈部１０１３、および、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告制御部１０１５を含んで構成される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１
、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無線受信部１０５７と測定部１０５９を含んで
構成される。また、送信部１０７は、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７
５、無線送信部１０７７と上りリンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【０１１８】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行う。
【０１１９】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
管理をする。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置され
る情報を生成し、送信部１０７に出力する。
【０１２０】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１３は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩ（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩを解釈した結果
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に基づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を行うために制御情報を生成し、制
御部１０３に出力する。
【０１２１】
　ＣＳＩ報告制御部１０１５は、測定部１０５９に、ＣＳＩ参照リソースに関連するチャ
ネル状態情報（ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ／ＣＲＩ）を導き出すよう指示する。ＣＳＩ報告制
御部１０１５は、送信部１０７に、ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ／ＣＲＩを送信するよう指示を
する。ＣＳＩ報告制御部１０１５は、測定部１０５９がＣＱＩを算出する際に用いる設定
をセットする。
【０１２２】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行う制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号を
受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制御
を行う。
【０１２３】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１０１に出力する。
【０１２４】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信した下りリンクの信号を、
中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、
信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分およ
び直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変
換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guar
d Interval: GI）に相当する部分を除去し、ガードインターバルを除去した信号に対して
高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出す
る。
【０１２５】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号を下りリンクのＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および
下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部１０５５は、測定部１０５
９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＤＣＣＨおよびＰＵＳＣＨの伝搬路の補償を行
う。また、多重分離部１０５５は、分離した下りリンク参照信号を測定部１０５９に出力
する。
【０１２６】
　復調部１０５３は、下りリンクのＰＤＣＣＨに対して、復調を行い、復号化部１０５１
へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨの復号を試み、復号に成功した場合、復号
した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応するＲＮＴＩとを上位層処理部１０
１に出力する。
【０１２７】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の
下りリンクグラントで通知された変調方式の復調を行い、復号化部１０５１へ出力する。
復号化部１０５１は、下りリンク制御情報で通知された伝送または原符号化率に関する情
報に基づいて復号を行い、復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位
層処理部１０１へ出力する。
【０１２８】
　測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号から、下り
リンクのパスロスの測定、チャネル測定、および／または、干渉測定を行う。測定部１０
５９は、測定結果に基づいて算出したＣＳＩ、および、測定結果を上位層処理部１０１へ
出力する。また、測定部１０５９は、下りリンク参照信号から下りリンクの伝搬路の推定
値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。
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【０１２９】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０１３０】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報、および
、上りリンクデータを符号化する。変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された
符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の変調方
式で変調する。
【０１３１】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参照信号を配置
する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシーケンス
の生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系列を生
成する。
【０１３２】
　多重部１０７５は、ＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる情報に基づき、空間多
重されるＰＵＳＣＨのレイヤの数を決定し、ＭＩＭＯ空間多重（MIMO SM: Multiple Inpu
t Multiple Output Spatial Multiplexing）を用いることにより同一のＰＵＳＣＨで送信
される複数の上りリンクデータを、複数のレイヤにマッピングし、このレイヤに対してプ
レコーディング（precoding）を行う。
【０１３３】
　多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT）する。また、多重部
１０７５は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号
を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨおよび／ま
たはＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソース
エレメントに配置する。
【０１３４】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭ変調されたＳＣ
－ＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成
し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波
数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去
し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、余
分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０９に出力して送信する。
【０１３５】
　図１０は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０
７、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は
、無線リソース制御部３０１１、スケジューリング部３０１３、および、ＣＳＩ報告制御
部３０１５を含んで構成される。また、受信部３０５は、復号化部３０５１、復調部３０
５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７と測定部３０５９を含んで構成される。
また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５、無線送信
部３０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０１３６】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
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層の処理を行う。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行うために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
【０１３７】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノー
ドから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末装
置１各々の各種設定情報の管理をする。
【０１３８】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１３は、受信したＣＳＩおよび測
定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などから、物理チャネル（
ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレーム、物理チャネル（
ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨ）の伝送符号化率および変調方式および送信電力などを決定
する。スケジューリング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、受信部３０５、
および送信部３０７の制御を行うために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。ス
ケジューリング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（ＰＤＳＣ
ＨまたはＰＵＳＣＨ）のスケジューリングに用いられる情報（例えば、ＤＣＩ（フォーマ
ット））を生成する。
【０１３９】
　上位層処理部３０１が備えるＣＳＩ報告制御部３０１５は、端末装置１のＣＳＩ報告を
制御する。ＣＳＩ報告制御部３０１５は、端末装置１がＣＳＩ参照リソースにおいてＲＩ
／ＰＭＩ／ＣＱＩを導き出すために想定する、各種設定を示す情報を、送信部３０７を介
して、端末装置１に送信する。
【０１４０】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行う制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号を
受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制御
を行う。
【０１４１】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受信
された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、
不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、
受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナ
ログ信号をディジタル信号に変換する。
【０１４２】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
rval: GI）に相当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除
去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数
領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力する。
【０１４３】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１に通知した上りリンクグラントに含
まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行われる。また、多重分離部３０５５は、
測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬路の
補償を行う。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号を測定部３０５
９に出力する。
【０１４４】
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　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が端末装置１各々に上りリンク
グラントで予め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行う。復調部３０５３は、端
末装置１各々に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列
に対して行うプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いること
により同一のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する
。
【０１４５】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が端末装置１に上りリンクグラントで
予め通知した伝送または原符号化率で復号を行い、復号した上りリンクデータと、上りリ
ンク制御情報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部
３０５１は、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化
ビットと、復調された符号化ビットを用いて復号を行う。測定部３０５９は、多重分離部
３０５５から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを
測定し、多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０１４６】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力された下りリンク制御情報、下りリンクデータを
符号化、および変調し、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重また
は別々の無線リソースで、送受信アンテナ３０９を介して端末装置１に信号を送信する。
【０１４７】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力された下りリンク制御情報、および
下りリンクデータを符号化する。変調部３０７３は、符号化部３０７１から入力された符
号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の変調方式
で変調する。
【０１４８】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置１が既知の系列を下りリン
ク参照信号として生成する。
【０１４９】
　多重部３０７５は、空間多重されるＰＤＳＣＨのレイヤの数に応じて、１つのＰＤＳＣ
Ｈで送信される１つまたは複数の下りリンクデータを、１つまたは複数のレイヤにマッピ
ングし、該１つまたは複数のレイヤに対してプレコーディング（precoding）を行う。多
重部３０７５は、下りリンク物理チャネルの信号と下りリンク参照信号を送信アンテナポ
ート毎に多重する。多重部３０７５は、送信アンテナポート毎に、下りリンク物理チャネ
ルの信号と下りリンク参照信号をリソースエレメントに配置する。
【０１５０】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調された
ＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成
し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波
数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去
し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、余
分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０１５１】
　（１）より具体的には、本発明の第１の態様における端末装置１は、第１の情報フィー
ルドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを受信する受信部と、
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チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する送信部と、を備え、第１の情報フィールドは、第
１の情報を示し、前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各
々の状態は、サービングセルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つま
たは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおけ
る帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷ
ＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷ
ＰのみのＣＳＩ報告を送信する。
【０１５２】
　（２）本発明の第２の態様における基地局装置３は、第１の情報フィールドを含む下り
リンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを送信する送信部と、チャネル状態情
報（ＣＳＩ）報告を受信する受信部と、を備え、第１の情報フィールドは、第１の情報を
示し、前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は
、サービングセルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数の
ＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分
（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ
報告がトリガされた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣ
ＳＩ報告を受信する。
【０１５３】
　（３）本発明の第３の態様における通信方法は、端末装置の通信方法であって、第１の
情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを受信し、
チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告し、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前
記第１の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービ
ングセルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測
定のための参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ
）インデックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がト
リガされた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告
を送信する。
【０１５４】
　（４）本発明の第４の態様における通信方法は、基地局装置の通信方法であって、第１
の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネルを送信、
チャネル状態情報報告を受信し、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前記第１
の情報は、複数の状態の内の一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービングセ
ルごとに設定され、1つまたは複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定のた
めの参照信号に関する設定、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）イン
デックスに関連付けられ、複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガさ
れた場合に、活性化されているＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受信
する。
【０１５５】
　（５）本発明の第５の態様における集積回路は、端末装置に実装される集積回路であっ
て、第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネル
を受信する受信手段と、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する送信手段と、を備え、第
１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前記第１の情報は、複数の状態の内の一つを
示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービングセルごとに設定され、1つまたは複数
のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定、およ
び、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、複数の
サービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化されているＢ
ＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を送信する。
【０１５６】
　（６）本発明の第６の態様における集積回路は、基地局装置に実装される集積回路であ
って、第１の情報フィールドを含む下りリンク制御情報を運ぶ物理下りリンク制御チャネ
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ルを送信する送信手段と、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を受信する受信手段と、を備
え、第１の情報フィールドは、第１の情報を示し、前記第１の情報は、複数の状態の内の
一つを示し、前記複数の状態の各々の状態は、サービングセルごとに設定され、1つまた
は複数のＣＳＩ報告の設定、1つまたは複数のＣＳＩ測定のための参照信号に関する設定
、および、各サービングセルにおける帯域部分（ＢＷＰ）インデックスに関連付けられ、
複数のサービングセルにおけるＢＷＰのＣＳＩ報告がトリガされた場合に、活性化されて
いるＢＷＰインデックスが示すＢＷＰのみのＣＳＩ報告を受信する。
【０１５７】
　本発明に関わる装置で動作するプログラムは、本発明に関わる実施形態の機能を実現す
るように、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）等を制御してコ
ンピュータを機能させるプログラムであっても良い。プログラムあるいはプログラムによ
って取り扱われる情報は、一時的にＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ（ＲＡＭ
）などの揮発性メモリあるいはフラッシュメモリなどの不揮発性メモリやＨａｒｄ　Ｄｉ
ｓｋ　Ｄｒｉｖｅ（ＨＤＤ）、あるいはその他の記憶装置システムに格納される。
【０１５８】
　尚、本発明に関わる実施形態の機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み
取り可能な記録媒体に記録しても良い。この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュ
ータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。ここでいう「コンピ
ュータシステム」とは、装置に内蔵されたコンピュータシステムであって、オペレーティ
ングシステムや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピュータが読
み取り可能な記録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体、短時間動的
にプログラムを保持する媒体、あるいはコンピュータが読み取り可能なその他の記録媒体
であっても良い。
【０１５９】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
たとえば、集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細書で述べ
られた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジタルシグ
ナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマ
ブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、ディスク
リートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、またはこ
れらを組み合わせたものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセッサであ
ってもよいし、従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステ
ートマシンであっても良い。前述した電気回路は、ディジタル回路で構成されていてもよ
いし、アナログ回路で構成されていてもよい。また、半導体技術の進歩により現在の集積
回路に代替する集積回路化の技術が出現した場合、本発明の一又は複数の態様は当該技術
による新たな集積回路を用いることも可能である。
【０１６０】
　　なお、本発明に関わる実施形態では、基地局装置と端末装置で構成される通信システ
ムに適用される例を記載したが、Ｄ２Ｄ（Device to Device）のような、端末同士が通信
を行うシステムにおいても適用可能である。
【０１６１】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機
器、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信
装置に適用出来る。
【０１６２】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
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態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０１６３】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０　ＴＸＲＵ
１１　位相シフタ
１２　アンテナ
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
１０９　アンテナ
３０１　上位層処理部
３０３　制御部
３０５　受信部
３０７　送信部
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　スケジューリング情報解釈部
１０１５　チャネル状態情報報告制御部
１０５１　復号化部
１０５３　復調部
１０５５　多重分離部
１０５７　無線受信部
１０５９　測定部
１０７１　符号化部
１０７３　変調部
１０７５　多重部
１０７７　無線送信部
１０７９　上りリンク参照信号生成部
３０１１　無線リソース制御部
３０１３　スケジューリング部
３０１５　チャネル状態情報報告制御部
３０５１　復号化部
３０５３　復調部
３０５５　多重分離部
３０５７　無線受信部
３０５９　測定部
３０７１　符号化部
３０７３　変調部
３０７５　多重部
３０７７　無線送信部
３０７９　下りリンク参照信号生成部
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